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第 1部技術報告



夏期公開講座「葉っぱで作る植物図鑑Jを実施して

技術専門職員林忠一・持 田 大

はじめに

北方生物園フィールド科学センタ ー植物園では 2009年度に、植物学の基礎知識を学び、

植物学と植物園を正しく理解してもら うことを 目的とした夏期講座川、ろいろな葉 つばを

探そう！」を開催したが、その運営から見えてきた課題や保護者からの要望をふまえた改

善が必要と考えられた。そこで、筆者らが中心となり新たな教育普及プログラム「葉っぱ

で作る植物図鑑jの検討を行い、 2010年 7月 29日と 30日の両日に実施した。ここでは、

そのプログラム作成の取り組みと実施に至るまでの経緯及び反省を報告する。

企画から開催まで

－前年度講座における反省点

2009年度に開催した夏期講座川、ろいろな葉つばを探そう！ Jは、小学校高学年から中

学生までを対象に、学術的にも通用する水準の標本作りを目指し、植物採集、同定および

貼り付けという作業を 2時間の プログラムと して行った。しかしながら、 中学生の参加が

少なく、小学生にはやや難しい内容になっていたこと、様々な内容を盛り込んだことで、

作業や理解する上での時間的余裕がなかったことが開催後の反省会において指摘された。

また、参加した児童・生徒の保護者からは、 「兄弟で参加したいので小学校低学年も一緒

に参加できるようにして欲ししリという要望があった（永谷 2009）。 2009年度は初めて

の開催であり、実際の時間配分や参加者層の想定が困難であったこともあるが、 2010年度

の開催にあたっては、これらの課題を踏まえたプログラムの改善が必要と考え、そのプロ

グラム内容の再検討を行うこととした。

・プログラムの企画立案と概要

プログラムの再検討にあたっては前年度の課題を踏まえ、参加者の対象を小学生とし、

内容を平易なものにすることを目標として、内容の全面的なリニューアルを行うこととし

た。

プログラムの名称は「葉っぱで作る植物図鑑J とし、前年度講座のように植物体全体の

観察や標本化ではなく、一部器官である葉の観察に焦点を絞り、小学校低学年児童でも理

解しやすい内容とし、また作業や理解する上での時間に余裕を持たせた。また、講座にお

いて作成する資料も前年度のようなさく葉標本ではなく、観察記録や植物に関する用語解

説などの情報を含むオリジナノレの図鑑とすることで、参加児童の学習ツーノレとして活用で

きるように変更した。

プログラムの流れは以下の通りである。

①圏内のかん木園において、各参加者が関心を持った樹木の葉を選び、枝ごと採集し、

袋に入れる。同様の作業を繰り返し数種類の葉を採集する。採集の際、形や大きさの異な

る葉を採集するように解説スタップが促すように心がける。

なお、採集場所をかん木園に限定した理由は、児童でも葉の観察、採集がしやすい植物
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であること、また分科園として整備しているため、植物にラベルが付いており、種名を認

識しやすし、からである 。

②採集時に、葉の形態やその他の特徴（毛や刺、色や匂い等）を整理、記録する 。記録

にあたっては、必要な情報を記入しやすくするために、図 1のようなチェツクシートを準

備した。このチェツクシートは、最終的に各参加者が作成するオリジナノレの図鑑の一部と

なるように、それぞれが気付いたことを記載できるコメント欄も設けた。

③屋内作業場に移動して、採集した枝葉を葉の表面と裏面がわかるようにそれぞれ台紙

に貼り、採集場所で記入したチェツクシートと見聞きになるようにパインダーに綴じ、図

鑑を完成させる。この作業を行いながら、葉の形態や付き方についてスタップが解説し、

学習する。

なお、図鑑となるチェックシートは、児童が慣れていない植物学用語を使うことなく、

「葉っぱのつきかた J、 「葉っぱのかたち Jおよび「葉っぱのふちのかたち J という噛み

砕いた表現でわかりやすくなるように努め、低学年の児童が読めるよう漢字にノレビをふっ

た。 また、葉の形態についても、作業中の口頭説明だけではなく、わかりやすく表現した

付録（図 2～図 8）をパインダーの後ろに添付して、講座終了後から復習できるように配

慮、した。

2010年度の開催時期は、前年同様児童が参加しやすく、自由研究にも役立つ内容を考慮、

して夏休み期間中に設定した。日程は 7月 29日（木）、 30日（金）の 2日間、午前 1回、

午後 1回、計 4回実施することとし、各固定員 10名、講座時間を 2時間とした。参加費

として、傷害保険料及び材料費等で一人当たり 500円とした。 なお、スタッフの対応は、

メイン解説員、サブ解説員、サポート 2名、計 4名の体制とした。

参加募集の広報は主にインターネットを用い、本園及び北海道大学、外部機関として北

海道環境財団、くるる北海道、 mujamの WEBサイトを活用した。また北海道大学をはじ

めとする公共施設および広報誌掲載「えこぽろ」にポスターの掲載、チラシの配布を依頼

した。前年度は、講座初年度ということもあり、近隣小学校への個別広報を実施したが、

2010年度においては行わなかった。

実施にあたっての変更点

上記プログラム内容について、解説スタッフへのレクチャー及び資料等の準備を終え、

開催を迎えることとなったが、実施前日の段階で、激しい降雨の予報が出されたため、野

外での葉の採集・観察は困難であると判断された。そこで、以下のようにプログラムを一

部修正することとした。

上記プログラム①および②の野外での葉の採集・観察の代わりとして、屋内作業場に努

定した樹木 20種の枝を、水を張ったバケツに挿し、植物名のラベノレを付けて並べて用意

した。参加児童にはこれらの中から図鑑に掲載する樹種を選択してもらい、算定枝を観察

しながらチェツクシートに記録する形に変更した。

この変更により、かん木園と屋内作業場との移動時間や採集時聞が削減され、結果とし

て、参加児童は枝を手に取って目を凝らして、また指先で葉を触れながら観察する時聞が

より多く確保されることになった（写真 1・2)
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課題と展望

参加者及び保護者のアンケート結果及びスタッフによる反省会から、新規プログラムに

よって得られた改善点がある一方、いくつかの課題も確認された。最後にこれらをまとめ、

次回以降に生かしてゆくこととしたい。

参加者に行ったアンケート結果は、児童及び保護者のいずれからも企画内容については

概ね好評であり、次年度以降も同様な内容で継続してよいものと考えられた。講座 1回あ

たりの参加児童は 6～8名であり、解説スタッフの対応もしやすかった。ただ、低学年の

参加者が多い回では、作業にあたってマンツーマンの対応が必要なケースもあり、参加児

童の構成や作業内容によってはスタッフの数を増やすことができるような準備が必要であ

ると考えられた。また、講座の時間については、長く感じられた児童も、短く感じられた

児童もいたことがアンケート結果からうかがえる。観察、採集、貼り付け作業の繰り返し

のため、沢山の数をこなす児童もいる一方で、作業が単調になりやすいと考えられる。小

学 1年生から 6年生と幅広い層を対象にしているため、学習内容が児童によっては難しす

ぎたり、簡単すぎたりする場合もある。集中力を維持させるために、様子を見ながらサポ

ートを増員し、丁寧に解説したり、より踏み込んだ内容について指導するなど幅広い学年

層への対応を考える必要があろう。チェツクシートおよび付録の効果については、現時点

で判別し難い場面もあり、付録を含めて見直しを継続してゆく必要があるだろう。

今年度においては開催両日とも悪天候であったため、野外での採集を取り止め、事前に

採集した枝葉を用いて実施したことは、参加児童の安全確保や作業時間の点で適当であっ

たと考えられた。しかし、児童が観察するのは勇定枝だけとなり、実際の植物体の姿を見

ることが出来なかったこと、圏内を散策して景観を楽しむことが出来ず、本園の良さを生

かしきれなかったことは課題であり、悪天候時の代案などについても複数の選択肢を準備

しておくことが必要と考えられた。

応募・参加状況は、応募件数 21件（電子メール 12、FAX8、ハガキ 1）、参加者数は

33名で、定員 40名に対して 8割強であった。その内 9名が夏休みの旅行や帰省を兼ねて

の道外からの参加者であった。近隣小学校への個別広報を行わなかったことも影響してい

るのかもしれないが、インターネット経由の参加者が多くを占めたという結果は、より広

い地域からの参加者を引き寄せるという利点があったと評価してよいだろう。しかし、こ

の公開講座の開催が、今後も参加者が継続して植物園に訪れ、植物を学ぶ契機となること

を期待しているという一面を有していることを考慮に入れるならば、インターネットだけ

ではなく、地域に根差した幅広く、バランスの良い広報活動を実施してゆく必要があるか

もしれない。

今後、更なる充実と発展を目指すために、見えてきた幾つかの課題に向き合い、少しで

も改善できるように検討していかなければならない。また、多くの児童が再度来園したく

なるような魅力ある講座になるよう、我々スタッフは努めていかなければならない。

参考文献

永谷 工 2012 公開講座「いろいろな葉つばを探そう！ 一初めてでも出来る植物採集

と標本作りー」開催 北大植物園 技術報告・年次報告第 9号 2009年度； 32・36
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写真 1. 目を凝らして観察する児童

写真 2 観察、記録及び貼り付け作業を行う児童たち
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野草見分けのポイント図僅／斡酔阜／積載社／2田3

自鰍はこんなにおもしろい草のふし吉大研究／稲垣東洋／PHP/2回5

値鞠ヲイドV／菌図 献／学碕／1991

ニューベスト 21ベスト融持事典理科1生物の観臨／学研／1991

小学館町田隆NED植物／小学館／2002

山麓カラー名鑑日本の樹木／林院軍／山と漢詩社／四88

,>'5{7 

図 8. 付録 7.
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大学博物館等協議会 2010年度大会・

第 5回日本博物科学会に参加して

技術職員 高谷文仁

2010年 6月 24日と 25日の両日、仙台市の東北大学青葉山キャンパス内にある東北大

学大学院工学研究科青葉記念会館において大学博物館等協議会 2010年度大会および第 5

回日本博物科学会が開催された。本大会においてポスター発表をするとともに、参加され

た大学博物館等の取り組みについて学ぶ機会を得ることができた。また、会場校である東

北大学の植物園を見学することができたのでここに報告する。

博物科学会の研究発表会は 6月 24日の午後と 25日に行われ、口頭で 24題、ポスター

で は題の発表が行われた。北海道大学北方生物圏フィーノレド科学センター植物園（以下

本園と記す）からは加藤克助教が「大学博物館所蔵古写真の現代的意義と地域還元J、高

谷が「古写真を利用した標本情報の追加」というタイトノレでそれぞれポスター発表を行っ

た。前者は大学博物館に所蔵されている古写真を整理し情報を付加することで展示、研究、

地域貢献などの利活用の促進を試みるもので、後者はそれらの写真の中でクマの頭骨写真

に的をしぼり、本園に収蔵されているクマの頭骨標本と照合し、標本または写真に欠けて

いる情報の追加を試みたものである 。

他の博物館等の発表の多くは口頭・ポスター発表ともに教育・普及目的での展示にかか

わるもので、学生スタップやボランティアの積極的な導入、またデジタルコンテンツによ

る新たな展示手法なども紹介された。

発表の中で特に印象に残ったのが静岡大学電子工学研究所のポスター発表「情報表示に

おける配色提案の自動化Jである 。本園のような公開施設では、パンフレットや説明板は

来園者の満足度を高めるために必要不可欠なものである。このような説明資料は、多くの

場合で色の違いを使って視覚的に判断しやすいように工夫されている。けれども色の使い

方によっては見る者の視覚特性によって色の違いが判断できない場合がある。静岡大学は、

このような事態を解決するために、デザイナーが選んだ配色から自動的に明度、彩度、色

相を調整し、デザインと視認性を両立するシステムを開発し、そのプロトタイプを提案し

ていた。本園は植物を主体とした施設ゆえに華美な色遣いは好ましくないなど、使える色

が限られており、パンフレット等で色の使い方に悩むことがあった。今回提案されたシス

テムを利用することで、今よりも充実したサービスを提供できるようになるのではないか

と感じた。早期にこのようなツールが完成し普及することを期待している。

また、情報公開に関する発表では国立科学博物館の「国立科学博物館の標本・資料統合

データベース」が興味深かった。現在国内の博物館には膨大な標本・資料が保管されてい

るが、いざ研究に利用しようとすると、どこの博物館に何が保管されているのか検索に労

力を要するのが実情である。そこで全国の博物館所蔵の標本情報をデータベース化してイ

ンターネット上に公開することで、標本検索が容易になり研究等の利用が促進される。さ

らに登録される標本数が増えればデータベース内の標本情報を用いて分布図などを作成す
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ることも可能になるので生物多様性の理解にもつながるとのことである。国立科学博物館

では多岐にわたる分野の標本・資料の情報を共通フォーマットによってデータベース化し

ホームページ上で公開する取り組みを始めている。特に動物や植物・菌類などの分野では

サイエンスミュージアム・ネットワーク（ S-net）や GlobalBiodiversity Information 

Facility (GBIF）へ発信できるようになっており、国際的な情報の発信が可能となる。こ

の仕組みを全国の博物館へと広める際の問題点は、分野間で求められる情報が異なるため、

これまで各博物館の方式で管理してきた標本情報の標準化が求められること、博物館によ

っては絶滅危倶種や希少種の標本を保管しており、生物多様性保全の観点か ら公開情報の

精度を標準化できないことなどが挙げられていた。また、大きな博物館になるほど標本・

資料の量が膨大なことに反し、人員が限られるためにデータベース化が進んでいないとの

問題も指摘されていた。本園でも標本 ・資料の情報はデータベースで管理しているが、情

報が公開されている資料は限られ、その公開方法は目録の出版によるものである 。これは、

本園所蔵の資料の多くが明治期や昭和初期に集められた古い資料であり、長い歴史の中で

標本・資料の情報が不確実となったものがあることから、誤った情報の公開は利用者に不

利益をもたらすとの考えに基づく 。 しかし、今後標本・資料情報の整理を進め、より正確

な情報が得られれば、その情報を公開する必要があるだろう。また、近年採集された動物

資料に関しては資料情報の明確なものが多く、分野などの範囲を限つての早急な情報公開

も検討が必要であると感じた。

また、 6月 24日の午前には仙台市の青葉区にある東北大学植物園（以下植物固と記す）

を見学することができた。植物園のある地域は通称青葉山と呼ばれ、仙台城の後背地とし

て防備上重要な地域とされていた。 そのため、敷地の多くが人の手の加えられていない自

然林であり、その貴重な動植物相が残されていることから「青葉山 J として天然記念物に

指定されている。植物園には北側にある本館と西側にある青葉山植物園ゲートから入退園

することができ、さらに南側に出口専用の南門が設置されている。今回は本館の展示ホー

ルを通って入園し、出口専用の南門より退園した。展示ホールでは植物園内に自生してい

る植物のさく葉標本や樹木標本の他に、圏内に生息する昆虫の標本や青葉山の森林生態系

について展示されていた。本館側からの入園者はこの展示ホーノレを通って入園することに

なるので、植物園について展示で学んでから実際の植物や生態系に触れることになる。こ

のことは特に初めて植物園を訪れる人にとっては植物園の役割やそこにある生態系につい

ての深い理解につながるのではないかと感じた。圏内は青葉山の名の通りモミ林やコナラ

林といった、この地方の丘陵地の生態系が色濃く残されていた。そのため園路にはかなり

の高低差が見受けられたが、パンフレットや看板などで勾配のきつい箇所を案内しており、

正陵地に位置する植物園ゆえの入園者への配慮も各所に見受けられた。

本園においても園路に関しては勾配や材質において、車イスを利用する方や歩行に不安

のある入園者に対する課題を抱えており、今回は機会を得られなかったが、正陵地である

青葉山の植物園で管理をされている方が、どのような課題を抱えているのか等の意見交換

をできればと感じた。

今回博物科学会への参加及び周辺施設の見学によって、資料の管理方法や展示公開、ま

た施設利用者への配慮、など多くのことを学ぶことができた。今後、本園の活動の中で活か

していきたいと思う。最後に、このような機会を与えてくださった本園教職員各位に深く

感謝する 。
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植物園の年間概要

2010年度は 9月に新収蔵庫が完成し、不足分の標本棚など必要物品を購入し、植物標本

を含めた博物資料の移転を行った。標本整理が進んだ 12月には、収蔵庫の建設にご尽力

頂いた関係者各位に対して新収蔵庫のお披露目会を開催した。

研究

植物部門では絶滅危倶植物レブンアツモリソウの育成実験を継続して行った。また、

美しい植物景観が残る釧路市大楽毛及び白糠町コイトイのフロラ調査も実施した。生態

の研究として、環境省の環境研究・技術開発推進費による「サロベツ湿原と稚咲内湖沼

群をモデルにした湿原・湖沼生態系総合監視システムの構築」に関する研究を継続して

行い、教員、研究員、学生が調査研究のためにサロベツに頻繁に通いデータを収集した。

また、三井物産環境基金による「生態系管理のためのエゾ シカ による自然植生への影響

把握と評価手法の確立Jも継続し、植物園では教員と学生が、釧路湿原、サロベツ湿原、

大雪山五色ヶ原および沼の原湿原で調査を実施するとともに、エゾシカの植生への影響

について空中写真を用い経年変化を定量化する方法を、北海道環境科学研究センターや

酪農学園大学と共同で検討した。さらに、独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機

構からの委託事業として、美唄湿原の高層湿原群落の埋土種子組成を明らかにした。そ

のほか、ミズバショウの生態解明に関する調査を 4月から 10月まで実施した。その他、

開花個体数が激減している様似町アポイ岳のヒダカソウを生育域外保全のため受け入れ、

連携して保全研究を行っていくこととなった。 3月には北方生物圏フィーノレド科学セン

ターが様似町と包括連携を結んだことで、本保全研究のより 一層の進展が期待される。

博物部門 では昨年に 引き続 き、植物園博物館部門に保管されている大正 ・昭和期 の古

写真のデジタル化・データベース化を進め、博物館所蔵標本の価値向上や地域史への利

活用の方策 などについて調査・検討を行 った。

教育

植物部門では農学部学生対象の生物資源科学実験、生物資源科学特別実験、生物学実

験、一般教育演習の 4つの学生実習を圏内で行い、さらに農学部においても生物資源科

学実験を行い、植物生態 ・体系学、生物体系学特論の講義を行った。 また農学部 ・農学

院の生物生態体系学講座・植物生態体系学分野の学部生・院生の卒業論文・修士論文の

指導やセミナーを通じての教育活動も行った。

博物部門では、学内および他の大学や研究機関からの実習や研究利用の受け入れ、学

芸員資格取得のための博物館実習生の受け入れを行った。

資料関連

植物部門 では高 山植物の譲受や絶滅危倶種の種子採取を中心に、 182種 の植物を導入

した。また資料管理の強化と研究者への発信のため、植物さく葉標本のデータベース登

録を継続して行った。

博物部門では新収蔵庫への移転作業 と並行して、学内他部局 の研究活動の中で収集 さ

れた動物遺体の受け入れ、標本化を進め、 400点ほどの整理を行った。また、理学研究
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院に保管されていた折居彪次郎収集標本（鳥類・日甫乳類）約 600点を受け入れた。植物

園所蔵の 700点と合わせ、昭和初期の著名な標本採集者のコレクションが充実し、研究

利用の活性化が期待される 。

社会教育

4月 29日より通常の開園を行って 一般に公開し、 5月 4日のみどりの日には無料開園

を行った。 10月 27日には湿った重い雪が降り、圏内樹木の枝が各所で折れて園路を ふ

さぎ通行不能とな った。 このため同日より 3日間開園し、スタ ッフ総出で折れた枝と落

下の危険のある枝の除去を行い、 10月 30日より通常開園とした。

また 7月 29日と 30日には小学生を対象にした公開講座「葉っぱで作る植物図鑑」を

行い、両日で合わせて 33名が参加した。例年行っている「冬の植物園ウォッチ ング・

ツアーJも 2月 26日と 27日に行い、合計で 11組 31名の小学生とその家族が参加した。

どちらのツアーも初日に天候が悪く、特に「葉っぱで作る植物図鑑Jでは降雨のために

一部のプロ グラムを変更する結果とな ったが、参加者の感想は概ね好評であった。

活動記録

1. 「葉っぱで作る植物図鑑j

昨年度に引き続き、 2度目となる夏期公開講座を行った。 さく葉標本作成を図鑑作りに

変更し、対象を小学生にした。参加者はさまざまな形の葉を採取し、特徴を観察した。葉

は押し葉標本として台紙に貼り、ファイルに綴って図鑑とした。

日時
7月 29日 7月 30日

全日程
午前 午後 午前 午後

申込件数 7 5 4 6 21 

参加者数
男｜女｜計 男｜女｜計 男｜女｜計 男｜女｜計 男｜女｜計

7 I 2 I 9 3 I s I s 4 I 3 I 7 6 I 3 I 9 20 I 13 I 33 
気象｜天候 雨 雨 曇り 曇り 一時雨 対応職員数

｜気温 23.1 °C 22.1℃ 23. 6°C 23.0。C 各回 4名

2. 「冬の植物園ウォッチング・ツアーJ

例年通り「冬の植物園ウォッチング・ツアーJを行った。参加者はマツの仲間を中心に

冬季聞の植物を観察しながら、普段は入ることのできない冬の植物園を散策した。散策後

には観察したマツボ ックリなどを使った工作を行った。

日時
2月 26日 2月 27日

全日程
午前 午後 午前 午後

申込件数 3 。 2 6 9 
男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

参 加者数 小学生 1 3 4 。。。2 。2 6 3 9 9 6 15 

保護者 2 3 5 。。。1 1 1 4 5 9 7 8 16 

気象
天候 吾ヨ怪 晴れ 曇り 曇 り 対応職員数

気温 -4.8°C -3.3°C -2.5°C 0.4°C 各回 5名
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フィールド利用実績

調査研究目的によるフィールド利用は以下の 25件である

月日 調査内容 利用機関

4.1～10.1 ミズゴケの耕音試験 本学北方生物圏フィールド科学センター

植物園

4.15～10.31 湿原の埋土種子紬或に関する研究 本学大判完農明！完

4.20～9.30 林床植物の繁殖コストに関する研究 本学大判完地支「頃境科学研究院

5.7～10.31 スイカズ、ラ科およびパラ科小果樹の形質調査および 本学北方生物圏フィールド科学センター

(7回） 種間雑種の育成 生物生産研究農場

5.11 エゾユズリハにおけるミトコンドリアRNAの研究 本学大物完農明！完

5.17 （全4回） アオウキクサとその根圏微生物に関する研究 本学大判完環境骨開！完

5.19へ--6.30 櫛 k分析による古環境清新 個人

5.28 3倍体クロユリの種子はなぜ発芽するか 本学大判完農判完生物資源科学専攻

植物機能開発研究室

5.28 全学教育「エコキャンパス」授業における水生昆虫調査 本学総合↑寧防館

5.31 クロユリの倍数体の調査 本学大判完農判完生物資源科学専攻

植物機能開発研究室

6.1～10.31 一回繁殖型多年生植物オオウパユリにおける集団 本学大判完環期ヰ判完生態遺伝学コース

分化と封躍的変異に関する研究

6.6～6.10 タニウツギ属植物における色素分析と分子系新清新 首都大学東京牧野標本館

6.8～25 樹木の木部新品織の縞晶冷却に関する研究 本学大判完農判完共生基避学専攻

（全6回） 資源植牧創成学分野

6.11 レブンアツモリソウの花の形態観諜 個人

6.17～10.31 アブラムシの分類学およひ京統学 本初て特完農学研究院環境資源学専攻生

物生態・体系学分野昆虫体系学研究室

6.28、7.14 現生植物のお肋滞態観察 北方圏古環境研究室

7.2～8.31 キノコ食、ンョウジョウパエの寄生蜂の調査 本学大判完環期ヰ判完生態遺伝学コース

7.7 植物園の植物の元素分析 本学大判完農学研究開制吻生産生物学分

野植物栄養学

8.2 桑の蔚守り 桑固まちおこしプロジェクト

9.1 セイヨウオオマノレハナパチと在来マノレハナパチ類 本学大判完農学研究院環境資源学専攻生

との噌女刊生の比較 物生態・体系学分野昆虫体系学研究室

9.28 広葉樹木音附佐間壁孔の比隣平剖学的研究 本学大判完農学研究院環境資源学専攻森

林資源科学分野勧ド生物学研究室

10.1 レブンアツモリソウ種子の発芽実験（共生発芽） 本学大判完農学研究院生物資源科学専攻

伊助生産生物学分野伊防生理学研究室

10.9 シダ植物の耕オ化 和幌市立山鼻中学校

12.2、1.12 自然に住まう新たな宗教建築 北海学園大学工学部建築学桝
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3.11 I Papm；中池間属の種内変異多様性の保全

資料利用実績

生体資料提供実績

調査研究目的による生体資料提供は以下の 6件である

月日 提供資料 研究内容 利用機関

4.12 モクレン属冬芽、菅 モクレン属の再検討 国立科学博物館筑液実験植物園

5.10、 イチイ種子 イチイカルスの培養実験 筑波大学生制ヰ学研婿ヰ

10.14 生物機樹ヰ学専攻

細腔麟能開発工学研究室

11.17 ハス地下茎 耕音・鑑賞の普及と、中島公圏内日本庭 財団法人札幌市

園の景観向上 公園緑化協会

11.7 スズラン（致王入り品）地下 国営滝野すすミらん丘陵公園内のスズラ 財団法人札幌市

茎 ンコーナーのコレクションの充実 公園緑化協会

12.10 オクトリカブト根塊 オクトリカブトのアルカロイドの変異 羽鶴董医療大学

北方系生態観諜園

3.9 多肉植物、シグ植物、プロ は虫類・両生類館の生態展示用 制服柿競局円山動物園

メリア類等14種26株 飼育展示課

写真資料提供実績

出版・報道等の目的による写真資料提供は以下の32件である

月日 利用資料 利用機関

4.8 オオパボダイジュ 1点（季刊誌「JRタワーアートシーン」に掲動 個人

4.23 サクラソウ、アズマシャクナゲ、ヤマブキ、スズラン、 シラネアオイ、チング ぶらんとマガジン社

ノレマ各1点（フリーベーノ号ー「ぶららJ花の特集に掲載）

4.26 宮昔日金吾記儲官1点、多肉植物室1点（ぴあ株℃会社「こどもと遡まう」、ユ 株式途中土エスティフ

ーキャン「パパナビj各ウェッブサイトに掲斡

4.27 レブンアツモリソウ 1点（「羽頓董ウォーカー」 6月号花のスポット↑静Rに掲 株式会社ボンカーズ

章的

4目28 車肋資料（カラフト犬） 1点（テレビ番手且「飛び出せ！科学くん」にて使用） TBSテレビ

5.19 歴史資料（ガラス車t板写真） 1点（糊IJ展「匙る縄文文化～かえってきた土偶 江別市郷土資料館

たち」内展示4ネルおよびリーフレットに使用）

6.11 動物倒斗（アザラシ毛皮） 1点（「Jr.日本の歴史j第3巻に掲載） 株式会社小学館

7.10 宮部金吾記録制点（ホームページ「いつもNAVIJの観光情報に掲載） 株式会社ラムゼス

7.14 絵画翻斗（昆布漁図） ・宮部金吾朗斗） 1点（シンポジウム内の講演にて使用） 本学大判境水産科学研知完

海洋産業科学分野海藻学

8.6 宮部金吾間斗5点（旧植民地関係閣斗ワーク、ンョッフ。にて使用） 本学大学文書館

「同
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8.9 パラ園、高山植物園、重要文化県相平各1点（国際観光「静R誌「itnOpen! No.4北 株式会社ビッグ・ムーン

海道Jに掲斡

8.11 動物資料（エゾオオカミ） 2点（テレビ番組「生命を継ぐ者～星町亘夫が留も テレコムスタッフ株式会社

た北の大地で～」にて使用）

8.26 動物資料（エゾオオカミ） 2点（第61回企画展「動物とくらしいまむかしj 旭川市博防館

にて使用）

8.28 民族問斗（鹿笛） 1点（「アイヌみんぱくフェア」にて使用） アイヌ民族↑寧防館

9.22 動物資料（カラフト犬） 1点 （「月刊精霊隊Jにて掲載） 月刊特望隊

10.7 歴史資料（アワビ発生標本：） 1点（広報誌「リテラポプリ」に掲動 本学総務部広報課

10.15 動物資料（エゾオオカミ） 2点（テレビ番組「ズームイン！ ! SUPER」内の 読売テレビ

コーナーにて使用）

10.20 宮部金吾鮒斗44点（「伊藤篤太良ト初めて植物に学名を与えた日本人Jに使 岡八坂書房

用）

11.8 宮部金吾翻斗3点（資料見浮会の掲示パネルに使用） 本学大学文書館

11.17 動物資料（展示室概観j （「大学博防館特集Jにて使用） 朝日学生新聞社

11.22 動物資料（カラフト犬） 1点（テレビ番組「お願い ！ランキング ！Jにて使用） テレビ朝日

12.21 動物資料（エゾオオカミ） 2点（小学校理科耕市用指導書「新しし哩科騨市 東京書籍株式会社

用指導書地樹板資料 1凶毎道版Jtこ掛鉛

1.18 民族資料（着物） 5点（教科書「アイヌ刺繍入門～ルウンペ編～」に使用） 道立北海道アイヌ総合

センター

1.22 歴史資料（ブラキストン肖像） 1点（「クマゲラの生態誌Jに使用） 本州、｜産クマゲラ研究会

1.26 助長翻斗（着物（tl!)8点（「アイヌ民族：歴史と明白 CD版及びホームベー 財団法人アイヌ文化振興・

ジ版への掲動 事院推進機構

2.17 歴史資料（写真） 1点（北瓶董有形文化財和田屯田兵棚民庫内展示咋ルlこ使 根室市歴史と自然の資料館

用）

3.7 絵画創斗（明治6年キlJ慌真景） 1点（企画展示「豊平）11と私たちーその生いた 本学総合博物館

ちと自然」にて使用）

3.9 絵画資料（蝦夷島奇観）2点（学体育命文「アイヌ女性のモノづくり 3」 「アイ 道立1口鶴萱アイヌ総合＋セ

ヌ女性時リ造した衣文化Jの掲載ホームページにて使用） ンター

3.10 動物資料（アザラシ毛皮） 1点（「日本史リブレット人23 藤原三代Jに掲載） 山川出版社

3.14 歴史資料（アワビ発生標本：） 1点（「なまら内村鑑三なわたしj （ミシェノレ ・ 白贈舎

ラフェイ著）にて掲耕

3.28 宮部金吾朗斗1点（映像資料「百年物語記録片j中で使用） （有）四面楚歌

3.31 民族問斗（着物価 5点（「人権教育耕寸集・資料（CD官） Jに使用） 大阪丙教育委員会

盆栽貸出実績

学内行 事による盆栽貸出は以下の 5件である

月日 貸出先 貸出樹種

6.1 本学総務部人事課 名誉教授称号授与式 ゴヨウマツ

9.22 本学学務部教務課 学位授与式 ゴヨウマツ

10.14 放送大学 北海道学習センター開設 20周年記念式典 ゴヨウマツ

3.23 本学学務部教務課 学位授与式 ゴヨワマツ（2点）

3. 31 本学総務部職員課 北海道大学永年勤続者表彰式 ゴヨウマツ

口
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標本利用実績

さく葉標本庫利用実績

調 査 研 究 目的によるさく葉標本庫利用は以下の 4件である

月日 利用資料 利用機関

4.26 ミズニラ科（閲覧・再同定） 札幌市博物館活動センター

5.10 ミクリ科（閲覧） 札幌市博物館活動センター

5.24 ミクリ科（写真撮影） 札幌市博物館活動センター

6.21 ミクリ科（閲覧） 札幌市博物館活動センター

博物資料利用実績

調査研究目 的による博物館収蔵資料利用は以下の 38件である

月日 利用資料 利用機関

4.9～10.15 動物資料（ネズミ鵜 335点（イ型日解明の外部寄生虫の研知 本学農学部生物資源科学桝

(24回）

5.26 民族翻斗（着物価 5点（民族衣装複製のための調面 アイヌ協会阿寒支部

5.28 車物資料（テン） 10点（テンの毛色に関する調寄 本学低温科学研知性物環境部

門生物多様性グノレーフ。

6.25 動物資料（マダPラウミスズメ） 6点（マダラウミスズメの生息確認、 本学大判完環境子ヰ判完生物圏科

調査 学専攻生態系生物学コース

6.28 民族間斗（着物） 3点（静内地方の着物の研知 チームNikaop

6.28 民族翻斗（着物） 3点（アイヌ刺繍の調査） 個人

7.7 民族資料（捕鯨関連資料） （糊リ企画展の事前調査 福岡市博物館

7.13 歴史資料（犬飼写真資料） （映像人類学の研究テーマ検討のため 本学文学部歴史文化論調査

の事前調査）

7.15～8.12 民族資料（生活用具他） 182点（アイヌ関係資料整理の参考調査） 本学総合博物館

(2回）

7.16 考古崩斗（古銭｛ill)5点（発寒地域の歴史調査） 個人

7.26～7.28 動物資料（アザラシ頭骨） 68点（アザラ沖頁の形態学的研河 University of Wyoming 

(2回）

7.26 車胸資料（アザラシ頭骨） 27点（アザラ汁買の形態学的研知 本掌総合博防館

7.29 考古創斗（兜他） 1点（星兜鉢の調劃 個人

7.30～8.20 最物資料（ネズミ類｛曲 443点（ネノ号ール、タイ周辺の食虫類・ 中国科判完見明観物郁断

(15回） ネズミ類の形態学的研知

8.9～810 動物資料（カワネズミ他） 34点（カワネズミ胎児の成長に関する 東京大学総合研究博防館

包囲） 研知

ヴー



8.9 最肋資料（エゾオオカミ） 8点（北海道におけるエゾオオカミと 本判て判完文学帯院科歴史地域

人の関係性のための調査 文化学専攻ヰ防文イ白偏荷主

8.18～11.29 民族資料（玉他 15点（玉飾りの研知 札幌国勝て学

(3回）

8.23 民族翻斗（着物価 29点（有珠のアイヌ歴史に関する研知 個人

9.3 絵画制斗（高島練持、の図） 1点（，J樽市祝津のにしん漁場建築と ね毎重職業能力開発大学校

その用途に関する歴史的研究）

9.27 民族制斗（弓矢） 10点（民族資料（弓矢）復元のための調劃 本学アイヌ・先住民研究センター

10.15～10.18 宮部金吾朗斗仏saGrayに関する研究） Depal'tment of History of 

包囲） Science Harval'd University 

10.19～1.28 動物資料（ムクゲネズミ） 54点（ムクゲネズミの遺伝学的研究） 本学北方生物園フィーノレド科学

包囲） センター研究林

10.20 動物資料（寄生虫） 2点（魚類寄生虫の分類争的研究） 個人

11.11 民族資料（着物） 8点（民族衣装複製のための調査） アイヌ模様束1繍愛好会

11.16 民族期斗（錯先） 92点（オホーツク文化の石器梨作関｜すの復元 本学文学部北方文化言稲荷主

一司ための調奇

12.6 植物園測量図面1点（卒業設計「取り残された自然と生きる都市j 北海学園大学工学部建築特ヰ

のための調劃

12.15 最物資料（ホオジロ千ill)14点（ホオジロ識別マニュアル作成のた 山階鳥類肝知斤

めの調劃

1.19 最物資料（トガリネズミ鵜 8点（韓国産，j型日都ぽ爵票本の調査） Jeju National University 

1.27 考古劃斗（骨角器銅剣 （骨角器（名取氏論文掲載割引の調査） 根室市教育委員会

2.14～2.28 聞物資料（ヒグマ頭骨） 87点（ヒグマ（Uz'Sus m・c!J.フdによるサ 本学大判完農学研究院環境資源

(3回） ケ属魚類利用の時空間的変化とその制限要因の解明のための調 学専攻森林生態管理学研究室

重己

2.21 動物資料（コウモリ鵜 2点信主観類における胎盤形態の多様性に 本学大判完獣医学坊陪E科環境獣

関する研究） 医科者鰹野生動物学教室

2.23 民族関斗（着物） 1点（アイヌ着物作成のための調面 杓貯て学（3年当金

3.9 民族資料（甲他J3点（中近世北方交易と蝦夷地の内固化に関する 弘前大学人文学部

研究）

3.3 車胸資料（エゾフクロウ他J5点（フクロウの集団遺伝に関する 本学環塀：閉完生物圏科学専攻

研究） 車肋生態学コース

3.11 意物資料（ツバメ） 13点（ツバメにおける形態の地理的変異に関 筑波大学

する研究）

3.17 民族翻斗（蝦夷琵琶イill)1点（学体論文「アイヌの蜘騨；器」の 市立函館博物館

ための調査）

3.17 民族資料（櫛他J3点（司院ノート在圏内クリノレアイヌ関宰防質文 市立函館博物館

化資料（仮魁のための調査）

口。



3.23 歴史餅（持真） 2点（「和田屯田財、伏隊本部庁舎のあ董」の｜櫨市歴史と自然の資糊

研究）

博物資料貸出実績

展 示 目 的 等による博物館収蔵資料貸出は以下の 5件である

貸出期間 貸出資料 利用機関

4.7～7.15 動物資料 L鳥類剥撃的 47点（企画展「し、きもの事始めー函館発博物 市立函館博物館

館大事典ー」にて展示）

5.24～9.7 考古創斗繍縄文式土器） 183点（糊iJ展「匙る縄文文化～かえって 1工別市郷土開湘官

きた土偶たちJにて展示）

6.1～9.30 宮昔日金吾資料3点（企画展示湘藻、 35億年の旅人Jにて展示） 千葉県立中央博物館分館海

の博陶館

2.1～ 歴史資料僕験机，） 1点（常設展示資料の延長申請 本学総合博物館

2016.1.31 

2.15～2.18 動物資料（エゾオオカミ削 ・考古資料（土掛買 95点（全学教育 本学北方生物園フィールド

「牧場の暮らしと自然（於静内研究牧場） Jでの教育資料として使用） 科学センター植物園

Q
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植物園を利用した論文一覧

本園をフィールドとして、また収蔵資料を用いて執筆された論文のうち、本年度中に報告

のあったものは以下の 20件である。

執筆者

藤 村 善安，富士田

裕子，水田裕希

羽山亨

檎垣泰信

加藤克

加藤 克，市川秀雄 3高

谷文仁

Kitazaki K Kubo T 

Kagami H, Matsumoto 

T, Fu日taA, 

Matsuhir・aH, 

Matsunaga M, 

Mikami T: 

Kubo T, Kitazaki K, 

Matsunaga M, 

Kagami, H, Mikami T 

宮下朋美・中野英樹 ・高

虫慧子・高橋太郎・堀

慶孝・星野洋一郎

水田裕希

村松弘規

論文

サロベツ湿原におけるチマキ

ザサおよびミズゴケのフェノ

ロジー観察結果

掲載

北大植物園研究紀要， 10: 1-7 

(2010) 

ウムクサ根圏から単離したアノレカン 本学大学院地球環境科学研究

分解性 Bacillus属細菌の諸特

性解析

マクンベツ湿原におけるハンノキ萌

芽更新についての考察

札幌農学校所属博物館の利尻・

礼文調査資料につハて

札幌農学校所属博物館における

鳥類楳本管理史（2）：明治期の

札幌農学校所属博物館

A horizontally transferred 

tRNA(Cys) gene in the sugar 

beet mitochondrial genome: 

evidence that the gene is 

present in diverse 

angiosperms and its 

transcript is aminoacylated, 

Male sterility-inducing 

mitochondrial genomes: how 

do they differ? 

ハスカップにおける倍数体シリーズ

の作出

サロパツ稚咲内砂丘林帯湖沼群

における植生について

エゾ、ンカが湿原植生に与える影響

の把握と評価手法の検討

20 

院生物圏科学専攻平成 22年

度修士論文

本学農学部生物資源科学科平

成 22年度卒業論文

利尻研究，30:7-30(2011)

北大植物園研究紀要， 10:9-96

(2010) 

The Plant Journal, 

68：・ 262・272(2011)

Critical Reviews in Plant 

Sciences, 30: 37 8-400(2011) 

園芸学研究第 9巻別 冊 2号

412 (2010) 

本学大学院農学院環境資源学

専攻平成 22年度修士論文

本学農学部生物資源科学科平

成 22年度卒業論文



Naotaka Ishiguro, 

Yasuo Inoshima, 

Nobuo Shigehara, 

Hideo Ichikawa and 

Masaru Kato 

名村哲至

瀬 川信彦

下田真明・中野英樹・

高虫慧子・高橋太郎・

堀康孝・河合孝雄・星

野洋一郎

曽根哲朗・中野英樹・

高虫慧子・高橋太郎・

堀慶孝・星 野洋一郎

鳥居太良

1度曾未希

山賀文子

Yamaga F, Washio K, 

Morikawa M. 

Osteological and Genetic 

Analysis of the Extinct Ezo 

Wolf ( Canis Lupus Hattai) 

from Hokkaido Island 

レブンアツモリソウ及びその共生菌

と、ハイネズとの三者間相互作用

釧路市大楽毛および白糠町コイト

イ海岸のフロラ

ハスカップρとミヤマウグイスカグラの

種間雑種の形質評価

キイチゴ属野生種ウラジロエゾイチ

ゴと栽培品種ラズペリーとの雑種

個体の果実形質および生育特性

の評価に関する研究

サロベツ海岸における海岸植生と

地形との関係

「無時間の庭」

Zoological Science,27 (4): 

320-324 (2010) 

本学大学院農学院生物資源科

学専攻平成 22年度修士論文

本学農学部生物資源科学科平

成 22年度卒業論文

園芸学研究第 10巻別冊 1号

(201二）

園芸学研究第 10巻別冊 1号

(2011) 

本学農学部生物資源科学科平

成 22年度卒業論文

北海学園大学工学部建築学科

米田研究室平成 22年度卒業

設計

水生植物根固からの汚染物質分 本学大学院地球環境科学研究

解細菌の単離と諸特性の解析 院環境起学専攻平成 22年度

Sustainable biodegradation of 

phenol by Acinetobacter 

calcoaceticus P23 isolated 

from the rhizosphere of 

duckweed Lemna aoukikusa. 

修士論文

Environ Sci. Tech no 1., 44 

( 16）・ 6470・6474(2010) 

山賀文子，鷲尾健司， 持続的環境浄化技術を拓くウキク 化学と生物，46:682-688 

森 川正章 サと根圏微生物の共生系 (2008) 

21 



植物園における授業・研修等利用実績

本園において実施された授業・講義および研修は以下の 17件である 。

実施月日 実験・実習内容 指導教員等 対象者

4.13～7.6 生物資源科学実験 東隆行 本学農学部生物資源科学科 3年生

(5回）

4.27 生物資源科学実験 愛甲哲也 本学農学部生物資源科学科 3年生

5.11～7.20 生態学実習 柁原宏 本学理学部生物科学科 3年生

(3回）

5.12 文化資源デザイン論演習 山村高淑 本学大学院国際広報メディア

修士 1年生

5.15 生物学実験「植物の観察」 岡本吉弘 酪農学園短期大学酪農学科 1年生

5.20 植物系統分類学実習 小亀 一弘 本学理学部生物学科 3年生

6.1 農業水文学 井上京 本学農学部農業工学科 3年生

6.18 一般教育演習「エコキャンパスJ建 角幸博 本学全学 1年生

築班

6.29～7.20 生態学実習「1回繁殖型多年草植物 大原雅 本学理学部生物科学科 3年生

(4回） オオウパユリの生活史と繁殖生態」

7.5 博物館実習（事前指導） 佐々木文昭 武蔵女子短期大学

7.9 一般教養演習「北大エコキャンパス 高橋英樹 本学全学 1年生

の自然と歴史」

7.20 生物資源科学実験 松島肇 本学農学部生物資源科学科 3年生

8.23～9.3 博物館実習 加藤克 帯広畜産大学修士 1年生

(10日） 酪農学園大学科目履修生

8.25 博物館実習（事前指導） 宇仁義和 東京農業大学

8.31 博物館実習 持田誠 酪農学園大学博物館学芸員課程

4年生

10.8 博物館実習（事前指導） 加藤克 本学文学部

10.12 作物形態学 幸田泰則 本学農学部生物資源科学科2年生、

応用生命科学科3年生
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圏内植物開花記録

積算温度は 1月 1日から日平均気温が 0°cを越えた日の気温を積算した値。

開花日および 積算温度の平均値は 1987～ 2010年の 24年間の平均値。

開花日の平均 値 は 積 算 日 数 (1月 1日からの日数）をもとに算出した 。

＊開花が認められない年があっ たため 23年間の平均値。日22年間の平均値。

No. 植物名
開花日目／日） 積算温度（℃）

2010 平均 早い年～遅い年 2010 平均 最低

1 
マンサク＊＊

H佃 wmelisjapom'ca 
3/5 3/8 2/16 ～ 3/24 24.8 19.4 5.9 

2 
シナマンサク

Hamamelis mollis 
3/12 3/18 3/8 ～ 4/4 28.2 36.1 16.8 

3 
マノレパマンサク

Ham阻 1elisjaponi.但可也 ob旬回，1:a.
3/27 3/20 3/7 ～ 4/3 44.8 38.0 13.7 

4 
エゾノリュウキンカ

CaJ.也apalustJ.is可也 bm也包
4/25 4/2 2/20 ～ 4/25 183.0 89.9 11.4 

5 
フクジュソウ

Adonis 1'8Illosa 
4/1 3/31 3/17 ～ 4/17 58.9 73.7 23.9 

6 
ミズλショウ

LvSJ.i也11loncmn tschatcense 
4/8 4/4 3/2 ～ 4/26 92.0 99.8 18.7 

7 
サ司、ンソゲ

S戸 1plOCaJ.pus.n田itidus可也latissimus
4/3 3/1 ～ 4/24 97.1 18.7 

8 
カタクリ

Ely.也11・aniumjaponicLUn 
4/17 4/11 4/3 ～ 4/24 140.3 138.3 69.3 

9 
ナワズ

DaphnekamtschatJ.；白田bsp.jezoen.sis 
4/13 4/10 3/26 ～ 4月24 124.5 130.4 91.4 

10 
アズマイチゲ

Anenwne 1'8ddeana 
4/12 4/12 4/3 ～ 4/28 118.3 143.6 104.9 

11 
ハノレニレ＊

Ulmusjaponica 
4/27 4/16 4/7 ～ 4/27 196.4 171.6 115.8 

12 
キパナノアマナ

G哩四Jutea 
4/27 4/17 4/3 ～ 5/2 196.4 180.0 122.6 

13 
アメリカハナノキ

Acer 1ub111IIJ 
4/30 4/18 4/8 ～ 4/30 217.8 183.6 115.8 

14 
エンレイソウ

百iJHLUnapet;alon 
4/28 4/19 4/10 ～ 4/30 201.4 200.5 153.9 

15 
カツフ女

Ce1x:idiphylJLUn japom'cLUn 
4/30 4/20 4/11 ～ 4/30 217.8 201.4 160.3 

16 
キタコブ、ゾ

Magnolia pl'aec，αissi.ma vai: boJ"ealis 
5/6 4/22 4/13 ～ 5/6 299.3 229.6 162.5 

17 
サン、ンュユ

Co1T1us af!i（也wlis
5/2 4/21 4/11 ～ 5/3 242.6 216.5 160.3 

18 
コジマエンレイソウ

加 /JiumSJ.WllJii 
5/4 4/23 4/10 ～ 5比 272.2 236.6 142.6 

19 ノ、クモクレン

Magnolia hepl:a.pel:a. 
5/6 4/27 4/18 ～ 5/7 299.3 270.0 195.0 

20 
シフネアオイ

GlaucidiLUn palmatLUn 
5/6 4/27 4/18 ～ 5/8 299.3 272.7 238.7 

-23一

～ 最高

～ 34.8 

～ 55.1 

～ 57.3 

～ 183.0 

～ 135.5 

～ 182.5 

～ 176.9 

～ 193.6 

～ 186.0 

～ 217.0 

～ 212.9 

～ 242.1 

～ 217.8 

～ 248.6 

～ 250.3 

～ 307.4 

～ 275.7 

～ 278.8 

～ 306.9 

～ 323.1 



No. 植物名
開花日開／日） 積算温度（℃）

201 0 平均 早い年～遅い年 2010 平均 最低 ～ 最両

21 
リンソウ

An回 wnefl.a，位＆
5t2 4/27 4/18 ～ 5/6 242.6 270.5 205.6 ～ 306.9 

22 
チシマザクフ

見 四回m'ppom白 var.・kurilensis
5/4 4/28 4120 ～ 5/7 272.2 281.7 238.9 ～ 337.0 

23 
シロパナエンレイソウ

ヨ1必・um郎 hon回位．
5/7 4/30 4123 ～ 5/18 312.0 310.2 242.7 ～ 450.9 

24 
エゾ、ヤマザクフ

月 四回smgentii
5/6 4月29 4/21 ～ 5/7 299.3 290.1 254.4 ～ 337.0 

25 
モクレン

Magnolia qi血 quepeta
5/10 5/2 4/22 ～ 5/18 336.7 320.9 254.4 ～ 387.3 

26 
クロフネツツジ

Hhododt剖 dwnschh'ppenba，出 i
5/17 5/10 4/30 ～ 5/21 412.6 411.7 370.3 ～ 468.8 

27 
アメリカ トチノキ

Aesculus glabrn 
5/23 5/12 5/3 ～ 5/28 498.7 437.9 367.2 ～ 587.9 

28 
ハクサンチドリ

白也'18aristata 
5/23 5/16 5/7 ～ 5/29 498.7 492.1 398.0 ～ 584.9 

29 
ハナカイドウ

Malus halliana 
5/23 5/15 5/6 ～ 5/28 498.7 480.6 428.5 ～ 614.7 

30 
クマガ、イソワ

Cyp1ipediumjaponicum 
5/23 5/17 5/13 ～ 5/29 498.7 504.6 413.7 ～ 614.7 

31 
ウワミズザクラ

旦四国♂砂WJa
5/23 5/16 5/6 ～ 5/29 498.7 490.0 428.5 ～ 587.9 

32 
サルメンエビネ

Galan the出白血iata
5/31 5/20 5/12 ～ 5/31 597.4 545.7 437.2 ～ 621.6 

33 
ムフサキハシドイ

Syringa vul.伊豆s
5/23 5/16 4/30 ～ 5β0 498.7 499.1 405.9 ～ 614.7 

34 
シャク

An血血cus里￥1Vesi出s
5/23 5/18 5/6 ～ 5/29 498.7 513.3 450.9 ～ 666.7 

35 
スズラゾ

Convallmia keiskei 
6/1 5/23 5/18 ～ 612 611.8 586.9 479.4 ～ 650.4 

36 
キンロノ〈イ

Po伽 tiDafiuticosa val.'. 1igida 
6/4 5/30 5/20 ～ 6/12 649.3 693.0 594.5 ～ 809.9 

37 
オオハナウド

Heradeum dulα 
6/4 5/31 5/23 ～ 6/15 649.3 699.7 630.0 ～ 791.2 

38 
キングサリ

Labwnum anagyi.1・mdes
6/8 5/31 5/24 ～ 6/10 714.2 703.4 611.2 ～ 809.9 

39 
ヒマフヤハシドイ

Syi.inga emodi 
6/4 6/5 5/25 ～ 6/17 649.3 776.2 697.8 ～ 932.4 

40 
ハクサンシャクナゲ

Hhododendwn b1'8chycmpum 
6/20 6/5 5/16 ～ 6/22 947.8 776.1 611.3 ～ 966.7 

41 
エゾネギ

A盗・umschoenop1'8sum 
6/28 6/26 6/21 ～ 7/8 1124.2 1144.4 1024.4 ～ 1343.2 

42 
ナッツバキ＊

Stewaitia pseudtσcamelh'a 
7/6 7/5 6/28 ～ 7/13 1308.5 1313.0 1184.7 ～ 1515.9 

43 
オオウパュリ

Cm1也OCllflum COl'{Ja加 盟 可 也glehnii
7/8 7/9 7/5 ～ 7/18 1350.4 1379.0 1307.9 ～ 1519.5 

44 
オクトリカブト＊

Acom加 mjapom'cum
8/9 8/17 8/8 ～ 9/10 2083.6 2205.1 1413.0 ～ 2715.4 

45 アメリカマンサク女
10/13 10/6 9/27 ～ 10/14 3429.5 

Hamameh's羽Tginiana
3171.1 2957.5 ～ 3430.2 
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圏内気象記録

( 1 ）外気温（ 2010年 1月から 12月までの月ごとの平均値を示した。）

（℃） 

35 

，企． 年間平均気温 10.0℃ 
／ ＼ 

／畠ー -a' 
、 年間最高気温 35.1 °C 

25「
a、

／ ＼ （記録日 8月6日）
， ．・‘、

20「 ・・’ ＼ 
年間最低気温ー12.6°C

,i. 
、、

'. 
15「

ノ

’ ‘ ＼ （記録日 2月3日）
／ 、

／ 、
10「 ／晶

’ a‘ ．、／ ＼ 

5「 ／ 畠／ 、
‘ 一・盆・ー最高 ・、

0 .r ~/ －－－－－－－一一平均
， 

-－ •－ーー最低，・
-5 －.園、・’

-10 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 （月）

( 2 ）積雪深（ 2010年 10月から 2011年 4月までの毎日の値を示した。）

(cm) 
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60 

40 

20 

0 

10/17 11/7 11/28 12/19 1/9 1/30 2/20 3/13 4/3 （月日）

25 

初雪 10月26日

根雪初日 12月 7日

終日 4月 7日

最高積雪深 81cm

（記録日 2011年2月 1日）



導入植物一覧

2010年 4月より 2011年 3月の聞に採集および寄贈により本園が導入した植物は 215点、

49科 118属である。うち 8点は科が、 21点は属が不明の種である。

科名 学名 和名

アオイ科
Abutilon megapotamic，凶 ウキツリボク

Hibiscus ovalifolius 

アカネ科
Gah'um veJ'lllll subsp. asia白cumv副首白・acbyc.国 1Jlllll エソノカワラマツバ

hol'a chi11e11s1s 

アヤメ科 bis sp. 

イグサ手ヰ 未同定

Aescbynantlrns盟国w01・atus

イワタバコ科 Columnea ‘Stavange:ピ ‘スタパンガ ー’

Epis，口acup1 eata 'Acajou’ sアカジョウ’

Nepenthes alata 

N匂2臼・1tbesalata 

Nepenthes ala ta 

Nepenthes rafflesiana 

Nepenthes J'aillesiana 

ウツボカズラ 科
Nψenthes sp. 

Nepenthes sp. 

A匂J白2幼essp

N匂'1811幼essp

N句oenthessp 

Nepenthes sp 

Nepenthes sp 

オトギリソウ科 めpenc，山 kamtscha白cum ハイオトギリ

ガガイモ科
01・beopsis gel'stnen 

Stapelia gigantea 

スゲ科
C出’・ex，唱SJC.剖 ia オニナノレコスゲ

未同定

ガンコウラン科 EmpetJ um mgi・w11 var. j喧1,0111cum ガンコウラン

Campanula J'otundifolia イトシヤジン

Campan ula sp 

キキョウ手4 Campam,la sp 

Condonopsis usswiensis パアソプ

Lobelia vah'da ロベリア パリダ

α，・sium setosum エゾノキツネアザミ

Ewyops pecti11atus ‘Ph溢，ps’ ユリオプス ァ~－ y- ‘フィリップス’

!nula glome1・ata 

Leo11topodium discolol' エゾウスユキソウ

Ozotl,amnus diosmifolius オゾタムヌス ディオスミフォリウス

キク科
P出’・asenecio8山即日Jatusvar.b1,lbife1・ コモチミミコウモリ

Senecio pseudommca エゾオグルマ

Tmヨ.rncwnve11 usflllll エゾタンポポ

Ve1刀011iaglabra 

未同定

未同定

未同定

キツネノマ ゴ科 JustJcia phyllostachys 

ギョリュウ科 Talll田ix1'8Jl10SJSSll11a ‘SpringSong' 
タマリクス ブモシッシ 7 eスプリングソ
ング’

HepatJca 11obilis var. japonica ミスミソウ

キンポウゲ科
Ralll/llClUllS aCJis subsp. Nippo111c11s ミヤマキンポウゲ

Thahct1・1= S]l]l 

ThalictJ’lllll spp 

円。
つ’u



クワ科 Ficus sp. 

ケシ科 Sanguinmia ca11ade11sis 

コショウ科 Pepe1・omia fe1TeJ'l'ae ベペロミア フェレヤエ

ゴマノハグサ科
Sesam 11111 angolense 

Ve1・basc11111 thapsus ビロードモウズイカ

Lysimacln'a conges丘llorn 'Midnight Sun’ 
リシマキア コンゲスティフロフ ミッド

サクラソウ科 ナイトサン’

乃imulasp サクラソウの 種

Ph盆ode11世onpi討主・en フィロデンドロン

サ トイモ科
Philodendmn 'Lemon Lune' フィロデンドロン E レモン ライム ’

Spathipbyl111111 sp 

Zamioculcas zamiilolia ザミオクノレカス ザミイフォリア

サボテン科 M，剖加 e1・acl11ysoc.出’di山 n

Leonotis 11epetifolia var. 11epetifo註E

A1entha X aquatica ‘Citrata’ レモンミント

A1e11tha sp シナモンミント

Nepeta subsessilis ミソガワソウ

乃・ostantbel'adenticulata プロスタンテラ デンテイクラタ
シソ科 Sal円aapiana サノレビア アピアナ

Salvia elegans パイナップノレセージ

Salvia involucl'a臼 サノレピア インウォノレクラタ

Sal円a111adie11s1s サノレピア マドレンシス

Salvia ‘Mystic Spires Blue’ 
サノレビア‘ミスアイツク スパイヤーズブ
ノレ、ー

Begonia 1・ex・c1,Jtol'll/11 ‘Benitochiba’ レタスベゴニア ‘紅栃禁’

シュウカイドウ科 Begonia 1・ex・c1dfo1'11111 ‘fron Cross White’ 
レタスベゴニア ‘アイアンクロスホワイ
ト

Begonia 1・ex-c1dto1'11111 レタスベゴニア

スミレ科 Viola cha111isso111ana subsp.むacheliifolia

セリ科
Goel op le国‘11111gm el.ilw エゾノシシワド

未同定

ソテツ科 Z曜日afw1iu・acea ザミア フノレフラケア

タデ科 Antigono11 leptop11s アサヒカズラ

Calluna vulg.国 立S カノレーナ

Cassiope Jvcopod,・01des イワヒゲ

Gaulthena adenoth1i¥ アカモノ

Ga11lthe1ia miq11elia11a シラタマノキ

ツツジ科 Loiselewia p1・oc1ll11bens ミネズオウ

Phyllodoce cael'ldea エゾノツガザクラ

η・1el'orl10dion ca111tschatic11111 エゾツツジ

Vacむ'lluwn円白s・idaea コケモモ

V副xi1u11111vi tis ・idaea コケモモ

ノボタン科 来同定

Aechmea chan白lll

パイナップル科
Aechmea sp 

Billbel'gia decorn 

Neo1・egeh・a c出・oli11ae ‘τ1・icolor’

パパイヤ科 Vasconcellea X heilbon山’ ノミノ〈コウ

F',’・ag，副均 ‘V町 iegata’ イチコ（斑入り品）

パラ科 Potentilla fi'agifo1wis チシマキンハイ

Potentilla th,ticosa キンロパイ

ヒガンバナ科 Ch'via miniata 

ヒユ科 Ptilotus exaltatus プティロツス エクサ／レタツス

ブウロソウ科 Ge1'a11i11m sp フウロソウの一種

ベンケイソウ科 Kalanchoe sp 

マツムシソウ科 Scabiosa columbana 

Acac,a sp 

Acacia sp 

マメ科 Co1m乱Ilavalentina 'Variegata’ コロニニフ パレンチナ ‘ワリエガタ’

。：yptosepalum111a1・a円 ense

Swm・包iamadagascmiensis 

Xanthocel'Cis zambesiaca 
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来同定

未同定

来同定 ， 

未同定

マメ科 未同定

来同定

未同定

米同定

未同定

ミカン科
α白・usgra11dis ‘Sour Pamela’ ブンタン、ザボン g サワーポメロ’

α白・!ISlimo11 'Meyei・’ レモン ‘7 イヤ ー

ムラサキ科 A1el'te11日aman丘masubsp. asia白ca ハ 7 ベンケイソウ

メギ科 Epimedil/111 sp. イカリソウの 一種

モチノキ科 llexdimo，主1声hophy’i/a アマミヒイラギモチ

ヤシ科 未同定

ヤマモガシ科 未同定

ユキノシタ科
Paniassia palus白~svar pallls白，s エゾウメハチソウ

Saxifraga sp. 

Albllca ab.vssi11ica 

Clintoma !lde11sis ツバメオモト

Helo11ias oiie11tahs ショウジョウバカマ

Li1iU111 maculatllm subsp. da山 icum エゾスカシユリ

ユリ科 LiHm11 sp ユリの 一 種

Pans po};ph.vlla 

来同定

未同定

未同定

Acmeta e1ytl11oxa11tha 

Aci11eta s11pe1・b 

Appe11dicllla 1mdulate 

A,poph.v11llm c血 ・d.i.nal

Aipoph.vJJl/111 gigantel/111 

Bulbopl1yJJU111 atte1111at11m 

Bulboph.vllllln bi111,ell{lijkii 

Blllbopb.vllu111 canw11u111 

Bulbopbyllllm falcatum 

B1ilboph.vJJU111 fletche1ia11u回

B,ilbopbyllum grnll{/iflonllll 

B1ilboph.vllw11 Jasiochilllm 

B1,lbopby1l11m 111ac1・a11thw11 

B1,lbophy1lu担抽出・田ephalum

B1ilbophyll1llll Jo11giflo1・um 

B1ilbophyll1llll maxm.11llll 'ARAI’ 

ラ ン科
Bulbψhyllum plwlae11ops1s 

Bulbophylllllll sp 

Cattle；官印a11aealba 

Cephalanthe1・a damaso11i1llll 

Chysis chelso11ii 

Cin-J10petalu111 Elizabeth Ann 'Buckleberry’ 

α，，,J,opetalum Jo11giflo1・um 

Co1ya11thes mac1・a11tha 

Dae匂,Joi,・-hizaa1istata ハクサンチド リ

De11drobill111 b1・011ckai・ti.i 

Demh-obw111 lamellatum 

De11ch・obi山nmu1.且ticum 

De11ch-obill111 sp. 

Dench-obillm sp. 

De11cfrobiu111 thyrsiflon，四
De11ch・obium tosae11se キパナノセッコク

De11ch・ocl1ilum rve11zelii 

D1・ac1ila clumae1・a 'DankerB1・own’ 

Q
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D1・acula ch.ima目’a ‘OrabgeRip’

Drncula白i.11.i111fallu111 

D1・acula vamp.il・e 

D1・acula woolw.出泊iae 'StllowBell’ 

D1:vadella edwall.i.i 

!11asdevall.ia sp. 

Masdevall.ia co白血ea

Nagel.ielJa a11g11st.ifoh・a 

Nageh'ella pwp w・ea 

Neolauchea pulchella 

Octo111e11a sp 

Paph.ioped.il11111 bm・bat11111 

Paph.ioped.il11111 callos山 n 'N-7’ 

Papllioped.ilw11 ch副 1eswo1・t｝；江ivar.albwn 'Pride of Tokyo’ 

Paph.ioped.ilum .ins.ig刀e

Paph.ioped.ilu111 .ins.igne 'Oddity’ 

Paph.ioped.ilw11 kolopak.ing.i.i 

ラン 科
Paph.ioped.ilu皿 Jaw1・encea1nlll1

Paph.ioped.il11111 1111'c1・a11tlrn111 

Paph.ioped.ilu1111・othschild.ia1111111 

Paph.ioped.ilum w.出・d.i.i 'Star Wa1・s' 

P出’・aphalaenops.isEtleen 

Pe1iste11a elata 

Phalae110p剖sgiga11tea11 

Pie山 ・・othall.isgl'DhJヲ

Plew・o幼alhspte1・ophora 

Resむep.iaa11te11n.ife1・a 

Res白・ep.iacontol'ta 

Schoe1101'Cl11sβ。・agi・a11s

Scho111b国宝-k.iatho111son.ia11a 

Scho皿bw-gk.iat重bic1111s

S0b1・al.ia 111ac1・a11tlw 

Sobi・al.ia 111 a口・a11tha

Sobrnh'a sp. 

Ste1is m-ge11tata 

陥 11da×NeofinetiaYumika 

リン ドウ科
Halen.ia co1・111'culata ハ ナイカリ

Swel'白＞ape1"e11m，ヲsubspcusp.idata ミヤ マアケ ボ ノソウ
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新規登録標本数

植物部門において新規登録した標本点数は 3952点である 。 内容として、シダ植物やニ

レ科等の収蔵標本の登録を行った。また 、徳島県立博物館との標本交換により 67点の標

本を導入した。

博物部門において新規登録した標本点数は 56点である 。 内容として、本学フィーノレド

科学センター研究林の調査で得られたネズミ類や、本学キャンパス内および苫小牧周辺で

収集された鳥類などの動物標本が中心である。

刊行物一覧

－北大植物 園研究紀要 第 10号

北大植物園研究紀要掲載論文は、北海道大学学術成果コレクション HUSCAP 

( URL : http ://eprin ts .lib .hokudai. ac .jp/dsp ace/handl巴／2115/32790／）で公開している 。

．植物園 だより

2010 北海道で見られる帰化植物たち E

1. キショウブ

2. シンジュ

3. コウリンタンポポ

4. ハリエンジュ（ニセアカシア）

5. セイタカアワダチソウ

6. マルパフジバカマ

植物園だよりは URL: http://www.hokudai.ac.jp/fsc/bg/p df/letter2010 .p dfで公開している 。

受贈・購入図書冊数総計

－受贈図書冊数

225冊（うち植物園図書室 86冊、博物館図書室 139冊）

．購入図書冊数

55冊 （うち植物園図書室 53冊、博物館図書室 2冊）
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職員業績一覧

学術論文

藤村義安，加藤邦彦，藤原英司，富士田裕子，竹中異，柳谷修自，永田修：釧路湿原久著呂川後背湿地におけ

る土砂堆積履歴と堆積厚の推定3 日本生態学会誌，60:157-168 (2010) 

藤村義安，冨士田裕子，水田裕希：サロベツ湿原におけるチマキザサおよびミズゴケのフェノロ ジー観察

結果，北大植物園研究紀要， 10:1・7 (2010) 

Horiuchi, K., Y Adachi, N. Kasai, M. Yamagishi and K. Masuda: Identification of homozygous male 

plants by quantitative analysis of a nucleotide sequence linked to the sex -determination locus in 

A弓parngusofficinalis L., Journal of the Japanese Society for Horticultural Science, so: 308”313 

(2010) 

Ishiguro Naotaka, Yasuo Inoshima, Nobuo Shigehara, Hideo Ichikawa and Masaru Kato: Osteological 

and Genetic Analysis of the Extinct Ezo Wolf ( Canis lupus Hattai) from Hokkaido Island, Zoological 

Science, 27 (4) : 320・324 (2010) 

加藤克市川秀雄，高谷文仁：札幌農学校所属博物館における鳥類標本管理史（2）：明治期の札幌農学校

所属博物館，北大植物園研究紀要， 10：・ 9・96 (2010) 

加藤克：札幌農学校所属博物館の利尻・礼文調査資料について，利尻研究， 30:7・30 (2011) 

薄葉満，黒沢高秀，東隆行：福島県白河市南湖の水生植物相の変遷，福島大学地域創造I 22 (2) : 3・18 

(2011) 

著書

富士田裕子，高田和則，高橋康夫，堀端純平，藤村義安：4.1氾濫原植生の特徴， 83・96 （中村太士編： 「川

の蛇行復元 水利・物質循環・生態系からの評価し技報堂出版，東京） (2011) 

富士田裕子3 堀端純平： 8.1蛇行復元による植物への影響を予測する， 231・237 （中村太士編・ り｜｜ の

復元水利・物質循環・生態系からの評価J，技報堂出版，東京） (2011) 

その他の業績

東隆行：カビ図鑑，日本植物分類学会ニュースレター， (38) : 7 (2010) 

東隆行：身近な草木の実とタネハンドブック，日本植物分類学会ニュースレター3 (39) : 14 (2010) 

東隆行：フィールドの観察から論文を書く方法一観察事例の報告から研究論文まで ，日本植物分類学会

ニュースレター， (40) : 19 (2011) 

藤村義安：別海町ヤチカンパ群落地水文環境調査報告書I 8 (2011) 

冨士田裕子：平成 22年度環境研究総合推進費「サロベツ湿原と若咲内湖沼群をモデルにした湿原・湖沼

生態系総合監視システムの構築」委託業務，委託業務報告書， 1・18 (2011) 

国際的z全国的規模のシンポジウム

富士田裕子：サロベツ湿原における湿原生態的解明研究の成果と自然再生3 第58回日本生態学会大会シン

ポジウム「湖沼と湿地の自然再生：生態学が果たす役割と他分野との協働J，第 58回日本生態学会大会2

札幌市， (2011) 

qu 



シンポジウムのオーガナイザー

冨士田裕子：第 58回日本生態学会大会自由集会「エゾシカの自然植生に及ぼす影響把握と保護管理施策

への取り組みし第 58回日本生態学会大会，札幌市， (2011) 

その他の特記事項

藤村義安p 冨土田裕子：ササ群落の拡大と湿原植生の地上部バイオマス3 第58回日本生態学会大会自由集

会「泥炭湿原の炭素動態の解明ーサロベツ湿原を例として一」，第 58回日本生態学会大会3 札幌市，

(2011) 

富士田裕子・第 58回日本生態学会大会自由集会「群落談話会『地理的にみた植生へのシカ影響』 Jパネ

リスト，第 58回日本生態学会大会3 札幌市， (2011) 

富士田裕子P 高田雅之p 村松弘規，橋田金重：湿原での影響評価手法の開発，第58回日本生態学会大会自由

集会「エゾシカの自然植生に及ぼす影響把握と保護管理施策への取り組みJ＇第 58回日本生態学会大会3

札幌市， (2011) 

加藤克：アイヌ資料とそれを取り巻く情報の保存について北海道教育庁アイヌ文化財専門職員等研修会、

北海道教育庁2 (2010) 

外部資金（競争的資金）の受入

富士田裕子：平成 21年度環境技術開発等推進費3 「サロベツ湿原と稚咲内湖沼群をモデ、ルにした湿原・湖

沼生態系総合監視システムの構築J 研究代表者（2009・2011)

富士田裕子・三井物産環境基金 2008年度研究助成， 「生態系管理のためのエゾシカによる 自然植生への

影響把握と評価手法の確立」，研究代表者（2009-2011)

富士田裕子：平成 20年度地球環境保全等試験研究（公害防止）， 「湿原流域の変容の監視手法の確立と

生態系修復のための調和的管理手法の開発J （農業環境技術研究所，北海道農業研究センタペ農村工学

研究所，環境省北海道地方環境事務所3 甜｜｜路自然環境事務所）以下の課題の委託先として研究に参画，「湿

原植生の復元手法の開発j受託研究費（2008-2012)

冨士田裕子：平成 20年度科学研究費基盤研究（A) ' 「環境変動下における泥炭湿原の炭素動態」 （研

究代表者 北海道大学大学院農学研究科平野高司），研究分担者（2008-2010)

加藤克：科学研究費補助金基盤研究（C)，大学博物館所蔵古写真の現代的意義に関する研究，研究代表者

(2009-2012) 

増田清：文部科学省科学研究費補助金基盤研究（B)＇アスパラガスにおける両性花および単性花形成に

関わる分子機構の解明3 研究代表者 (2008-2010) 
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入園者統計

( 1 ）夏期開園期間（4月29日～11月3日）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 総計（人）

開園日数 2 26 25 27 26 26 27 2 161 

荷主
大人 100 7,300 8,918 5,751 5,712 5,461 4,053 82 37,377 

一
小人 1 400 435 419 674 241 120 1 2 291 

回数券
大人 6 480 534 510 330 252 228 12 2,352 

小人 。 54 78 12 66 18 24 。 252 

団 体
大人 。220 498 233 163 82 427 。 1,623 

小人 。 。 80 2 25 。 4 。 111 

札幌まち 大人 。 22 17 11 14 10 5 。 79 
めぐりパス 小人 。 。 。 。 。 。 。 。 。

北大カード 1 92 76 37 30 42 33 1 312 

無料入園
大人 。3,100 。 。 。 。 。 。 3,100 

幼児 3 617 614 143 241 158 156 1 1,933 

優待券
パス 。 11 22 7 11 6 5 。 62 

1回券 。 16 40 11 19 13 14 1 114 

教職員 4 97 80 49 35 57 43 1 366 

北大 生 3 342 279 204 151 204 147 5 1,355 

月別大人 計 114 11,680 10,464 6.813 6,465 6,127 4,955 102 46,720 

月別小人 計 4 1,071 1,207 576 1 006 417 304 2 4,587 

月男IJ総計 118 12,751 11,671 7,389 7,471 6,544 5,259 104 51,307 

大人：高校生以上 小人：小・中学生 幼児：小学生未満

札幌まちめ ぐ りパス・ 「札幌まちめ ぐりパス 2010実行委員会Jが発行したポイント制回数券を利

用した入園者

( 2 ）無料開園日

大人 ｜小人 ｜合計（人）

5月 4日みどりの日 I3,1001 1sol 3,2so 

大人：高校生以上 小人 ．小・中学生

( 3 ）冬期開館期間（4月1日～28日、 11月4日～3月31日） 温室のみ開館

一一一一一一一一 4月 11月 12月 1月 2月 3月 総計（人）

開園日数 24 24 22 22 23 26 141 

有料入館 424 391 257 347 602 409 2,430 

北大カード 8 2 1 。 2 1 14 

無料入館 13 9 7 8 23 31 91 

優待 券
ノミ ス 。 。 1 。 。。 1 

1回 券 。 2 1 。 2 。 5 

月別合計 445 404 267 355 629 441 2,541 

有料入館小学生以上

総 入 園 者 数 53.848人
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年間行事

4月 16日 安全教育

4月 29 日 開園日（～ 11月 3日）

5 月 4 日 「みどりの日 J植物園無料開放

7月 29日 公開講座「葉っぱで作る植物図鑑J

～ 30 日

11 月 4 日 冬期温室公開（～4月 28日）

11月 19日 防火訓練

2月 26日 公開講座「冬の植物園ウォッチング・ツアー」

～27 日

人事異動

4月 1日 柄津明、国立高等専門学校機構旭川工業高等専門学校より配置換 え

12月 31日 大森誠、辞職

職員研修記録

2月 1日 北方生物園フィーノレド科学センター耕地圏ステーション主催

～3日 「技術職員研修J

参加職員 市川秀雄、林忠一、大野祥子、稲川博紀、持 田大

4
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